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   This report was obtained through qualitative chemical analysis of urinary 

stone, which were collected from 1935 to 1955 in our clinic. 

   Of these 550 specimens, renal, ureteral, vesical, urethral and prostatic 

calculus were 135, 71, 323, 17 and 4, respectively. 

   The results are represented in a table.

緒 言

尿石を化学的に分析してその成分 を知る事は

その病理発生論に対して重要な示唆を与えるの

みならず,臨 床的にも患者の体質の一面を窺知

し,か つ尿石再発予防法樹立の出発点とも考え

られる.尿 石の化学的検査は古 く16世紀に於て

Paracelsusに より始 まると云われているが,

1926年Lichtenbergに より行われた化学的

分類法が代表的なものと老えられる.本 邦に於

ても広瀬,岩 野等の報告があ り,我 が教室から

も大川が昭称4年 にその177個 の分析を発表し

ている.我kは 昭和10年(1935)よ り昭和30

年(1955)に 至 る21年 間の尿石550個 を定性

分析したので,そ の分析法並びに成績について

ここに概要を述べ る.

本論丈中,昭 禾n29年度1年 聞の分析成績rcつ

いては その要 旨を昭和30年4月,第43回 日本泌

尿 器科学 会宿題報告 の一部 として,著 者の一 人

稲 田が発表 した.

検 査材料並 びに分析方法

1935年 よ り1955年に至る21年間に我が教室に於て手

術的,経 尿道的に別出した結石,お よび姑息的療法に

て排出せしめえた尿石55咽 について検索 した・比較

的大きな尿石はその中心樋 る径を含んナ翻 ・て鋸に

て切断し,そ の際生じた粉末を,叉 小結石はその一部

を乳鎌 こて磨砕して被験物 こ供 した・厳密には結石の

各層を別個に分 析を行 弓必 要がある事は勿 論である

が,こ こでは尿路各部位の結石組成の概略を知るため

に,臨 床検査室にて簡単に試み うる方法に止めた.

我 々は灘,尿 酸,燐 酸 炭酸 キサンチソ・アソ

モニア,カ ルシウム,マ グネシウム及びス・レフ・ンア

ミドについて各々の定性試験を行つた.し かしこの場

合識 の獅 砂 騨 止めかつ操 作を稗騨 にするた
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め,Hammersten氏 法 のBeck氏 変 法 を基 礎 と し

て これ に種 々の改 良 を加 え満 足す べ き成 績 を得 た.

次に そ の方 法 を略述 す る.

尿 石 の化 学 的 分 析 法:

1.被 検 物 を砕 磨 して それ を(A),(B),(C)と

3分 す る.

2.(A)を 試 験 管 に と りこ才1に109/dl苛 性 ソー

ダ水2.Occを 加 え る 。試 験 管 口に赤 色 リ トマ ス試験

紙 を あ て て沸 騰す る迄 加熱 す る.試 験 紙 が 青 変 す れ ば

ア ン モ ニア塩

3.(B)を 磁 皿}こ と り10%硝 酸2～3滴 を 加 え重

湯 煎 に て蒸 発 乾 固 させ る と橿 色 を 呈 し,こ れに ア ソモ

ニア水 を塗 布す れ ば 紫 紅色 を呈 す る時 は

尿 酸 及 び 尿酸 塩

この時 黄 色 を 呈 す れ ば キ サ ソ チ ソ

4.(C)を 試 験 管 内に 入 れ これ に水3.Occ及 び1

N塩 酸2,0ccを 加 え る.著 明 な ガ ろ発 生 が あ れば

炭 酸 塩

5.次 い で これ を2分 して(D)お よび(E)と す

る.

6.(D)を 約2分 間 沸騰 せ しめ た後 嘘過 し,潭 液

を(D1)及 び(D2)に 分 け る.

7.'(D1)に 飽 和 酷 酸 カ リ2.Occを 加 えて 白 沈 を 生

ず れ ば 薩 駿 カル シ ウム

8.も し沈 澱 が な けれ ば これ を(D1')及 び(D1")

に分 け る.

9.(D1')に 塩 化 カル シ ウ ム液 数 滴 を加 え,白 沈 を

生 ず れ ば 蔭 駿塩

10.(D1")に 修 酸 ナ ト リウム液 数 滴 を加 え る.白 沈

を証 明 す れ ば カル シウ ム塩

11.さ らに(D1)又 は(Dl'),(D1")に ア ン モ ニ

アを 加 えて ア ル カ リ性 と して濾 過 し,濾 液 に 燐 酸 ソー

ダ少 量 を加 え て 白沈 を生 ず れ ば マ グ ネ シウ ム塩

12.(D2)に 過 剰の ア ンモ ニア水 を 加 え,次 い で リ

トマ ス試 験 紙 に て丁 度 酸性 に な る迄 硝 酸 を滴 下す る.

70℃ に 加 温 して モ リブ デ ソ酸 ア ンモ ニウ ム試 薬(モ

リブ デ ソ酸 ア ンモ ニウ ム509,10%アyモ ニア水

200cc,硝 酸 〔比 重1.2〕750cc)若=Fを 加fO'tt〔色 沈澱

を生 ず れ ば 燐 酸 塩

13.(E)を 氷 中に て 冷 却 しつ つ0.1%亜 硝 酸 ソF一

ダー水0.2ccを 加 え3分 聞 放 置後4%尿 素 水を1cc

加 え1時 間 氷 巾 に放 置す る.次 い で チモ ール溶 液(8

%苛 性 ソ・-Pt"・一水 に0.5%の 割 合 で 溶す)0.2cc及

び409/dl苛 性 ゾー ダ ー水o.6ccを 加 え数 分 後 、こ観

察 す る.橿 色 を呈 す れ ぱ スル フ ォ ソ ア ミド

以 上 の 分析 に よ る判 定;

1)ア ソモ ニ ア塩 の存 在 は:尿 酸 ア ソモ ニウ ム,叉

は 燐 酸 マ グ ネ シウ ム ア ン モ ニウ ム.

2)炭 酸 塩 の 存 在 は:炭 酸 カル シ ウ ム,又 は炭 酸 マ

グ ネ シウ ム 。

3)尿 酸 及 び尿 酸 塩 の存 在 は:遊 雛 尿 酸 か 又 は ア ソ

モ ニゥ ムが 共 存 す れ ば尿 酸 ア ソ モ ニ ゥ ム・

4)荏 酸 塩 の存 在 は:蔭 酸 カル シ ウ ム,文 は稀 に蔭

酸 マ グ ネ シウ ム.

5)カ ル シ ウ ム塩 の存 在 は=炭 酸 カル シウ ム,蔭 酸

カル シ ウ ム叉}ま燐 酸 カル シウ ム.

6)マ グ ネシ ウ ム塩 の 存 在 は:燐 酸 マ グ ネ シウ ムァ

ソ モ ニウ ム又 は炭 酸 マ グ ネシ ウ ム.時 に 穆酸 マ グ ネシ

ウ ム.

7)燐 酸 塩 の存 在 は:2一 又 は3一 燐 酸 カル シ ウム.

ア ソモ ニアが 共 存 す れ ば 燐 酸 マ グ ネ シウ ム ア ンモ ニウ

ム.

実 験 成 績

分 析 に供 した結 石 は,腎135,尿 管71,膀 胱323,尿

道17及 び前 立 腺4,計550個 で あ つ て,分 析 の結 果 を

穆 酸 結 石oxalatestone,薩 酸 燐 酸 結 石oxalate-

phosphatestone,燐 酸 マ グ ネ シウ ム ア ソモ ニウ ム結

石arnmoniurn-magnesium-phosphatestone,燐 酸

石灰 結 石calcium-phosphatestone(apatite),炭

酸 結 石carbonatestone,尿 酸 結 石uratestone及

び以 ⊥ の 混 合結 石mixedstoneに 分 類 して 年 度別 に

表 示 した.尚 全 例 を通 じ て キサ ソ テ ン結 石 は証 明 され

な かつ た.又 スル フ ォ ン ア ミ ドは1954年 度に 腎 並び

に膀 胱 結 石 の各1例 に燐 酸 塩 結 石 と共 に証 明 せ られた

が,夫 々混 合 結石 に力骸.て 表 示 した.

総括並びに結語

550の 尿 石 を化学 的に定性分析 を行 つてその

結 果を表 示 した.

尿 石 の成分 中最 も多い もの は燐酸,蔭 酸及 び

尿酸塩 とされ ている.我 丸の分 析 成 績 を見 て

も,単 純結石 としては燐酸塩110(20.0%)

(内 ア ンモnウ ムマグ ネシウム塩35,カ ル シウ

ム塩75),穆 酸 塩98(17.8%)及 び尿酸99(18.0

%)と な つて いてその合計 は307(55.8%)と

全 結 石の過半数 を占めてい る.そ の他 の混合結

石で は穆酸 ・燐酸結石 が多い ので これ は独立 し

て表 示 した.

以 上 の成績 を結 石の発 見 臓 器 別 に通 覧する

と,上 部 尿石(206)に て は燐酸結石(49)7穆
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酸結 石(48),,'尿 酸 結 石(10)の 順 位 で あ り,

下 部(244)の も の で は 尿 酸(89)が 最 も多 く,

燐 酸(61),穆 酸(50)が こ れ に 次 い で い る.
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